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中村研一《安南を憶ふ》についての一解釈
鈴　木　伸　子＊































































































































































































































































































































































































































図５：Otto Pächt, Van Eyck and the Founders 
of Early Netherlandish Painting, Maria 
Schmidt-Dengler ed. and David Britt tr., 

























































































も 認 め ら れ る。Erwin Panofsky, “Jan van Eyck’s 
Arnolfini Portrait”, The Burlington Magazine for 






































当時流通していた洋書としては、Handbook of Painting 
: The German, Flemish, and Dutch Schools of 
Painting, Based on the Handbook of Kugler. Re-
modelled by the late prof. Dr. Waagen. Revised and in 
Part Rewritten by Sir. Joseph A. Crowe, London, 1911, 
vol. 2. が挙げられる。
22　『中村研一回顧展』図録、前掲書、2006年、6-8頁。
23　中村は戦後、戦争責任を追及されるなかで、自身の
日記に「kotabahru を久しぶりに見る。満足す。（昭和
22年２月８日）」と述べている。中村の制作を考えるう
えで見逃すことができない記述である。宗像市史編纂
委員会編『中村研一／琢二画家日記』宗像市、1995年。
24　高山、2018年、前掲書、124-125頁。
